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会計

2010年９月のIFRS解釈指針委員

会（IFRSInterpretationsCommittee）

について、活動状況を報告する。IFRS

解釈指針委員会2010年９月会議が、

2010年９月２日及び３日にロンドン

のIASB本部で行われた。

９月会議の結果、議論された論点

の状況は、下記のとおりである。

IFRS解釈指針委員会は、提出され

た論点が下記６つのアジェンダ基準

（必ずしもすべてを満たす必要はな

い）に適合するかどうかについて検

討し、決定する。アジェンダ項目と

して決定された論点だけが、解釈指

針作成に向けて本格的な審議に入る

こととなる。

� 広範（widespread）であること、

そして、実務的な関連性（practi-

calrelevance）を有すこと。

� 著しく多様な解釈が実務に存在

する （significantdivergencein

practice）、若しくは、これから発

生すると考えられる場合。もし、

IFRSが十分に明白であり、実務

の多様性が存在しないと考えられ

る場合には、アジェンダ対象とな

らない。

� 実務の多様性を取り除くことで

財務報告が改善すること。

� 現行のIFRS及びフレームワー

クによって解決可能であること。

スコープが十分に狭い（narrow）

こと、しかし、費用対効果の点で

スコープがあまりに狭すぎてもい

けない。

� タイムリーにコンセンサスに至

ることができる可能性が高いこと。

� 現在進行中若しくは予定されて

いるIASBプロジェクトに関連する

場合、IASBの活動よりも早くガ

イダンスを提供する差し迫った必

要性があること。IASBプロジェ

クトが、IFRS解釈指針委員会の手

続を完結するよりも早く問題解決

できるのであれば、IFRS解釈指針

委員会のアジェンダ対象とはなら

ない。

アジェンダ項目に該当しないと判

断された論点（アジェンダ仮決定）

は、その理由とともにIFRICUP-

DATE上で公開され、30日間のコメ

ント期間を経た後に、次回のIFRS

解釈指針委員会会議にて最終決定さ

れる。

本稿では、若干の補足説明を加え

て会議の決定内容を説明する。なお、

IFRS解釈指針委員会による正式な

公表文言は、IASBのウェブサイト

でご確認いただきたい。

文中の意見にわたる部分は、筆者

の見解であることをあらかじめお断

りしておく。

IFRS第２号 権利確定条件と非権

利確定条件

IFRS解釈指針委員会は、権利確定

条件（特に、業績条件）と非権利確

定条件を区分する基準を明確化する

ようリクエストを受けた。特に、勤
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務条件、業績条件及び非権利確定条

件の区分方法を問われた1。また、

複数の条件の相互関連を明確化する

よう問われた。具体的には、次の２

つの適用問題である。

・ 業績目標が業績条件とされるた

めには、その業績目標と個々の従

業員の勤務の間に直接的な関連性

が要求されるか。

・ 業績目標が業績条件として適格

であるかどうかを決定する際に、

特定の勤務期間が業績目標の対象

期間に比して長いこと若しくは短

いことが問題となるか。

IFRS解釈指針委員会は、2010年３

月会議において、スコープを決定す

るための議論を開始した。IFRS解釈

指針委員会は、米国会計基準とのコ

ンバージェンスを検討することが有

効であるとした。

2010年５月会議において、IFRS解

釈指針委員会は、権利確定条件と非

権利確定条件に関する定義や複数権

利確定条件と配分期間決定の関係に

ついて議論した。

2010年７月会議では、IFRS解釈指

針委員会は、業績条件の属性や複数

の例示について議論した。IFRS解釈

指針委員会は、下記について仮合意

した。

・ 業績条件は、企業活動に準拠し

て定義されること。

・ SAYEプランの会計に変更がな

いこと。

・ IPOと支配権変更は、業績条件

を構成すると考えられること。

2010年９月会議では、IFRS解釈

指針委員会は、下記について仮合意

した。

・ 非競合契約は、偶発的特性であ

ると考えられること。

・ 業績目標は、業績条件を構成す

るためには、付与日と業績目標日

の間のすべての期間にわたり勤務

要件と完全に一致すべきであること

IFRS解釈指針委員会は、今回の会

議で議論を終了した。ボードに、本

論点をどのように進めるべきか相談

することとした。

表１の論点については、IFRS解釈

指針委員会で検討されるべきアジェ

ンダ項目ではないことが決定された。

IFRS解釈指針委員会は、次頁の

表２の論点についてアジェンダ項目

の仮決定をした。

IFRS解釈指針委員会は、４つの

論点を議論し、２論点について改善

をボードにリコメンデーションする

ことを決定した。2010年10月に公表

予定の公開草案「年次改善」に含ま

れる予定である。２論点については、

改善を推奨しないこととした。論点

及びリコメンデーションの要約は、
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３ アジェンダ最終決定

４ アジェンダ仮決定

５
年次改善プロジェクト

（2009年－2011年サイクル）

改訂テーマ

（関連基準）
問題点 IFRS解釈指針委員会による検討 決 定

IFRS第１号の

再適用（IFRS

第１号）

過去に国外の上場規則に基づいて

IFRSによる財務報告をしたことがある

が、後日、上場廃止したことにより

IFRSによる財務報告をやめて国内基準

による財務報告のみを実施していた企

業が、自国のIFRS採用によりIFRSによ

る財務報告が必要となった。このよう

な場合に、IFRS第１号を再度適用する

ことができるか。

IFRS第１号第３項は、初度IFRS財務

諸表の例示を提供している。これらの

例示は、企業の直近の財務諸表が

IFRSに準拠して表示されているかど

うかを評価するために用いられる。

IFRS第１号の適用範囲は明確化され

るべき。

アジェンダに追加しない。年

次改善プロジェクトでIFRS

第１号の改訂を推奨する。

投資の回収

（IAS第21号）

海外投資の回収時に為替換算調整勘定

（FCTR）の再表示（リサイクリング）

をいかに実施するか。特に、投資の回

収が絶対的減少若しくは相対的減少と

考えられるか。

IAS第21号第48A項に規定される処分

(disposal）とは異なり、IAS第21号第

48D項は部分処分（partialdisposal）

を「企業の海外営業体に対する所有持

分の減少」と規定する。「所有持分の

減少」の解釈には、絶対的減少と相対

的減少が存在する。

「所有持分の減少」の解釈の

違いにより、重要な実務の多

様性が生じ得ることを認識し

た。しかし、タイムリーな合

意に至ることは不可能なこと

から、IFRS解釈指針委員会ア

ジェンダにも年次改善にも含

めない。2011年以後の潜在的

アジェンダとして、IAS第21

号の全面見直しで取り扱うこ

とをボードに推奨。

〈表１〉
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改訂テーマ

（関連基準）
問題点 IFRS解釈指針委員会による検討 仮決定

源泉税見合控

除後で決済さ

れる株式報酬

特典 （IFRS

第２号）

源泉税見合控除後で決済される株式報

酬特典は、現金決済型、若しくは持分

決済型のいずれに分類されるか。株式

は、従業員の株式報酬に関連する源泉

税を決済するために、発行企業により

源泉される。

現金決済型の株式報酬取引と持分決済

型の株式報酬取引の定義より、企業が

物品又はサービスを取得する結果とし

て現金又は他の資産を移転する負債を

負う場合、株式報酬特典は現金決済型

と分類される。委員会が検討した状況

では、従業員の税務負債を決済する際

に、現金が税務当局に移転する。

基準は十分なガイダンスを提

供しているため、アジェンダ

に追加しない。IFRS第２号

のポスト・インプリメンテー

ション・レビューで検討する

ことをボードに推奨する。

コーラブル･

タームローン

の流動・非流

動分類（IAS

第１号）

報告期間から12か月以内に返済が予定

されていないものの、原因を問わず貸

手がいつでも回収できるローン（コー

ラブル・タームローン2）について、

流動負債・非流動負債の分類はいかに

すべきか。

IAS第１号第69項�より、報告日にお

いて企業が報告期間日以後最低12か月

間返済を延長できる無条件の権利を有

さない場合、負債は流動負債として分

類されなければならない。

基準は十分なガイダンスを提

供しているため、アジェンダ

に追加しない。

法定従業員利

益共有契約

（IAS第19号）

法定従業員利益共有契約により、税法

に基づく利益の10％を従業員と共有し

なければならない場合、いかに会計処

理されるべきか3。

税法に基づいて利益共有額を計算する

場合であっても、当該契約は従業員給

付の定義を満たすため、IAS第19号に

より会計処理される。IAS第19号第128

項の認識要件に従い、従業員がサービ

スを提供した場合に負債が計上される。

基準は十分なガイダンスを提

供しているため、アジェンダ

に追加しない。

非支配持分株

主に付与され

た売渡請求権

（IAS第32号）

IFRS解釈指針委員会は、親会社の連

結財務諸表において、非支配持分株主

に対して付与された売渡請求権（NCI

プット）たる金融負債の帳簿価額の変

化をいかに会計処理するべきか、ガイ

ダンスを提供するようリクエストを受

けた4。

リクエストが問題としているのは、

IFRS第３号及びIAS第27号又はIAS第

39号の2008年改訂後に付与された売渡

請求権である。

IAS第32号とIAS第39号のガイダンスと

整合するべく、売渡請求権の帳簿価額

の事後測定による変動は損益として処

理すると考える者もいる。一方で、被

支配持分との取引に関するIAS第27号

のガイダンスと整合させて、売渡請求

権の帳簿価額の事後測定による変動は

資本として処理すると考える者もいる5。

・ IAS第32号第23項によりNCIプッ

トについて認識された金融負債は、

IAS第39号に従って事後測定される。

・ IAS第39号第55項及び第56項に従

い、NCIプットの帳簿価額の事後測

定による変動は損益として処理され

る。

・ 追加的な検討事項が存在する。

・ アジェンダに追加しない。

・ 追加的な検討事項は、ボー

ドのFICEプロジェクトで

検討すべき。

・ 企業はIAS第１号に従い、

会計方針の詳細に関する追

加的な開示をするべき。

使用価値の計

算（IAS第36

号）

配当ディスカウントモデル（DDM）

を用いて計算される配当起因予想将来

キャッシュ・フローは、IAS第36号第

33項に定める現金創出単位（CGU）

の使用価値計算に際して、適切なキャッ

シュ・フロー予想であるか。

IAS第36号第30項－第57項の原則に従

い、CGUの使用価値計算が実施される。

DDMによる計算は、単体財務諸表上

では適切であるが、連結財務諸表上で

は適切でない。

基準は明白であるため、アジェ

ンダに追加しない。

〈表２〉
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表３のとおりである。

今回の会議では、開示に関する論

点が多数みられた。注目すべきは、

地域的な特性を持った論点がみられ

ることである。タームローンの流動・

非流動分類は特有の契約条項を持つ

香港で、財務諸表の期間比較はSEC

ルールとの整合が問題となる米国で、

それぞれ問題となっている。かかる

地域的な問題について、今回の会議

で解決に向けた前進がみられた。問

題の性質上、Widespreadであったか

らであろう。

〈参考文献〉

・ IASB Website（IFRICUpdate,

IASBUpdate,StaffPaperを含む）

・ 「国際財務報告基準」企業会計

基準委員会

〈注〉

１ 2009年７月会議での議論は、下

記のとおりであった。

IFRS解釈指針委員会は、IFRS

第２号IG24非権利確定条件（non-

vestingconditions）の例示をいか

に適用するかについて明確化する

ようリクエストを受けた。サブミッ

ションは、具体的シナリオを挙げ

ている。非上場会社が100の株式

オプションを10人の従業員に付与

する。付与は、FTSE100インデッ

クスが向こう３年で１回でも6,500

に到達すること、かつ、従業員が

その時点まで就業していることを

条件としている。企業の株式は非

上場であり、FTSE100株式インデッ

クスの一部ではない。

IFRS解釈指針委員会は、下記

の点につき、さらなる調査を要す

ると結論した。

・ サブミッションで特定された

論点が、根本的に、勤務条件

(servicecondition）と他の条件

（すなわち、業績条件perform-

ancecondition）との関連性を

問題としているのかどうか。

・ このような種類の取引が広範

であり、実務の多様性が生じて

いるのかどうか。

２ 香港では、このような貸付条件

が一般的であるという。下記は、

契約文言の例である。

・Thefacilitiesaresubjecttore-

viewatanytimeandalsosub-

jecttotheBank・soverriding

rightofwithdrawalandrepay-

mentondemand,includingthe

righttocallforcashcoveron

demandforprospectiveand
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６ おわりに

関連基準 テーマ 論 点
IFRS解釈指針委員会による

主なリコメンデーション

IAS第１号

財務諸表の期間比較 IFRSに要求される比較期間を超えて

比較情報を開示する場合に、フルセッ

トの基本財務諸表でなく、一部の基本

財務諸表を開示してもよいか（2010年

５月会議でIAS第１号に定める比較情

報の規定に関する論点の再議論）。

今回の会議で下記を改善推奨する。

・ １つの比較期間についてフルセットの基本財

務諸表が要求される。財務諸表読者に誤解を与

えない限り、さらなる比較期間について１つ若

しくは１つ以上の財務諸表を表示してもよい。

・ IFRSに従って要求される最初の比較期間に

おける財政状態計算書とは、基準が要求する比

較期間期首の財政状態計算書を指す。

IAS第24号

経営幹部 IAS第24号「関連当事者についての開

示」に定義される経営幹部（KMP）

は、個人だけでなく、法人（例えば、

マネジメント会社）を含むか。報告企

業で開示される報酬は、マネジメント

会社へ支払われる報酬か、それとも、

マネジメント会社がその従業員等個人

に支払う報酬か。

下記を改善推奨する。

・ 経営幹部（KMP）の定義は、個人だけでな

くマネジメント会社を含む。

・ 報告企業は、マネジメント会社へ支払う報酬

を開示する。

・ マネジメント会社の従業員・役員は、他の理

由による場合を除き、報告企業の関連当事者と

はならない。

IAS第１号

推奨される開示対要

求される開示

IFRSで推奨されている開示 (encour-

ageddisclosures）は、要求される開示

(requireddisclosures）として確認され

るか、又は削除されるべき。

年次改善のクライテリアに合致しないため、年次

改善を推奨しない。

IAS第36号

非支配持分が認識さ

れる場合ののれんの

減損テスト

非支配持分が認識される場合ののれん

の減損テストに関するガイダンスを

IAS第36号の年次改善で提供すべきか。

大きな論点であるため、年次改善を推奨しない。

IFRS第３号のポスト・インプリメンテーション・

レビューで検討することを、ボードに推奨する。

〈表３〉
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contingentliabilities.・

・Bysigningthisletter,youex-

presslyacknowledgethatwe

maysuspend,withdrawormake

demandforrepaymentofthe

wholeoranypartofthefacili-

tiesatanytimenotwithstand-

ingthefactthatthefollowing

covenants/undertakingsare

included in thisletterand

whetherornottheGuarantor

isinbreachofanysuchcove-

nants/undertakings.・

・Asageneralbankingpractice

andnotwithstandinganyterms

andconditionsspecifiedabove,

theLenderreservesitsover-

ridingrighttocancelorto

modifytheFacility,ortode-

mandimmediaterepaymentof

all outstanding balances

whetherdueorowing,actual

orcontingentundertheFacil-

itywithoutpriornotice.・

・Notwithstandinganyprovisions

statedinthisletter,theFacili-

tiesarerepayableondemand

bytheBank.TheBankhasthe

overridingrightatanytimeto

require immediate payment

（ofallprincipal,interest,fees

andotheramountsoutstanding

underthisletteroranypart

thereof） and/orto require

cashcollateralizationofallor

anysumsactuallyorcontin-

gentlyowingtoitunderthe

Facilities.・

・Notwithstandinganythingcon-

tainedinthisletter,theFacili-

tiesaresubjecttotheBank's

overridingrightofrepayment

ondemand,toreview,amend,

and/orcancelanyorallof

theFacilitiesatitssoledis-

cretion.・

３ メキシコの制度である。

４ 例えば、親会社Ａが子会社Ｂの

株式を80％保有しているとする。

残りの20％の株式は、被支配持分

株主Ｃが保有している。株主Ｃに

対して売渡請求権が付与されてお

り、実行すれば親会社Ａに自己の

保有する株式を売り渡すことがで

きる。請求権は、通常、EBITDA

などの公正価値、若しくは一定額

で行使できる。

５ フランスのレギュレーター

（AMF）によるリコメンデーショ

ンは、被支配持分との取引に関す

るIAS第27号のガイダンスと整合

させて、売渡請求権の帳簿価額の

事後測定による影響は、資本とし

て処理するべきとしている。

会計・監査ジャーナル No.665 DEC.201050
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